
(57)【要約】

【課題】従来廃棄されていた古畳を再利用して低コスト

で防音性や防振性の効果を得ることができる床下地材を

提供するものである。

【解決手段】床下地材１０は、畳１２にゴムや合成樹脂

等の弾性体１４を複数個取り付け、畳１２の両面を第一

下地板１６と第二下地板１８とで挟み、それら第一下地

板１６と第二下地板１８を弾性体１４に接着剤等の固定

手段で固定するものである。これによって、畳１２と弾

性体１４とを第一下地板１６と第二下地板１８とで挟持

した状態で、しかもそれら全部が固定状態になる。この

床下地材１０は、弾性体１４を使用することによる防音

防振効果を有し、従来捨てられていた古畳を再利用する

ことができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
床 表 面 仕 上 げ 材 を 支 持 す る た め の も の で あ っ て 、 畳 に 弾 性 体 を 複 数 個 取 付 け 、 板 状 の 第 一
下 地 板 と 板 状 の 第 二 下 地 板 と で 前 記 畳 を 挟 ん だ 状 態 と し て そ れ ら の 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地
板 と を 前 記 弾 性 体 を 介 し て 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 床 下 地 材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 一 下 地 板 と 前 記 第 二 下 地 板 の う ち 、 一 方 側 を 他 方 側 及 び 前 記 畳 よ り 広 く し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 床 下 地 材 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 畳 を 防 虫 シ ー ト で 覆 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ 記 載 の 床 下 地 材 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 畳 を 防 黴 シ ー ト で 覆 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ 記 載 の 床 下 地 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 二 重 床 を 構 成 す る 上 部 床 に 使 用 す る 床 下 地 材 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
集 合 住 宅 や オ フ ィ ス ビ ル 等 に お い て は 、 防 音 性 能 を 高 め る た め や 、 床 下 の 配 管 や 配 線 を 容
易 に す る た め に 、 床 基 盤 の 上 に 上 部 床 を 配 置 す る い わ ゆ る 二 重 床 が 用 い ら れ る こ と が 多 い
。 従 来 の 二 重 床 は 特 許 文 献 １ に 提 示 さ れ て お り 、 そ の 従 来 の 二 重 床 を 図 ６ に 示 す 。 二 重 床
は 、 床 基 盤 ３ ０ の 上 に 支 持 手 段 ３ ２ を 介 し て 上 部 床 ３ ４ を 配 置 す る も の で あ る 。 床 基 盤 ３
０ が コ ン ク リ ー ト の 場 合 に は 、 支 持 手 段 ３ ２ は 、 床 基 盤 ３ ０ の 上 に 置 か れ る 下 部 台 座 ３ ６
と 、 そ の 下 部 台 座 ３ ６ に 螺 合 し た 状 態 で 上 方 に 立 脚 す る 支 持 脚 ３ ８ と 、 そ の 支 持 脚 ３ ８ の
上 部 に 螺 合 す る 上 部 台 座 ４ ０ と 、 そ の 上 部 台 座 ４ ０ の 上 に 載 せ ら れ る 受 座 ４ ２ と か ら 成 る
。 そ の 受 座 ４ ２ の 上 に 前 記 上 部 床 ３ ４ を 載 せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 部 床 ３ ４ は 一 般 に は 、 下 方 の 床 下 地 材 ４ ４ と 、 振 動 と 音 と を 吸 収 す る た め の シ ー ト 状 の
中 間 の 制 振 材 ４ ６ と 、 フ ロ ー リ ン グ 等 の 上 方 の 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ と か ら 成 る 。 こ の 上 部
床 ３ ４ の う ち 、 床 下 地 材 ４ ４ は 釘 ５ ０ 等 の 固 定 手 段 に よ っ て 受 座 ４ ２ と 固 定 し 、 そ の 床 下
地 材 ４ ４ の 上 に 制 振 材 ４ ６ を 載 せ 、 そ の 制 振 材 ４ ６ の 上 に 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ を 載 せ 、 そ
れ ら を 図 示 し な い 固 定 手 段 で 互 い に 固 定 す る 。 支 持 手 段 ３ ２ の 支 持 脚 ３ ８ は 下 部 台 座 ３ ６
や 上 部 台 座 ４ ０ と 螺 合 し て い る の で 、 支 持 脚 ３ ８ を 回 転 す る こ と に よ っ て 、 床 基 盤 ３ ０ に
対 す る 上 部 床 ３ ４ の 高 さ を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
床 下 地 材 ４ ４ の 素 材 は 、 合 板 、 繊 維 版 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド （ 削 片 板 ） 、 合 成 樹 脂 板 等 が
用 い ら れ る 。 ま た 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ の 素 材 は 、 床 の 表 面 と な る も の で あ っ て 、 フ ロ ー リ
ン グ 材 、 木 質 フ ロ ア 、 畳 、 床 タ イ ル 、 絨 毯 等 が 用 い ら れ る 。 制 振 材 ４ ６ の 素 材 は 、 不 織 布
や 、 グ ラ ス ウ ー ル ・ ロ ッ ク ウ ー ル ボ ー ド な ど の 種 々 の 多 孔 質 吸 音 材 、 合 成 ゴ ム シ ー ト 、 合
成 樹 脂 発 泡 体 、 ウ レ タ ン 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
木 造 住 宅 の 二 階 を 二 重 床 に す る 場 合 は 、 図 示 は し な い が 、 床 基 盤 ３ ０ は 木 製 の 板 材 と な り
、 支 持 手 段 ３ ２ は 下 部 台 座 ３ ６ と 支 持 脚 ３ ８ と 上 部 台 座 ４ ０ と 受 座 ４ ２ に 換 え て 、 断 面 四
角 形 状 の 木 製 の 根 太 部 材 （ 図 示 せ ず ） と な る 。 こ の 場 合 は 、 根 太 部 材 と 床 下 地 材 ４ ４ と を
釘 ５ ０ 等 で 固 定 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ ３ １ ７ ７ ９ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 項 、 第 ６ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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従 来 の 上 部 床 ３ ４ に お い て は 、 振 動 と 音 と を 吸 収 す る た め に 、 床 下 地 材 ４ ４ と 床 表 面 仕 上
げ 材 ４ ８ と の 間 に 制 振 材 ４ ６ を 備 え て い る 。 こ の 制 振 材 ４ ６ は 床 面 の 全 面 に 敷 設 し な け れ
ば な ら ず 、 制 振 材 ４ ６ を 用 い る と 製 造 コ ス ト が 高 く つ く と い う 欠 点 が あ っ た 。 ま た 、 制 振
材 ４ ６ に 不 織 布 を 用 い た 場 合 に 、 床 下 地 材 ４ ４ と 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ と に 制 振 材 ４ ６ を 接
着 し な け れ ば な ら な い が 、 床 下 地 材 ４ ４ と 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ と に 不 織 布 等 を 接 着 す る こ
と は 必 ず し も 容 易 で は な い 。 ま た 、 断 熱 効 果 を 有 す る 床 を 形 成 す る 場 合 に は 、 断 熱 材 を 介
装 し な け れ ば な ら な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 来 は 古 く な っ た 畳 は 、 炬 燵 の 灰 等 の い ろ い ろ な 箇 所 に 利 用 さ れ て い た が 、 最 近 で は 利 用
さ れ ず に 廃 棄 処 分 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 そ の 上 、 畳 は 面 積 が 広 く し か も 重 量 も あ る た
め 、 廃 棄 処 分 す る た め に 廃 棄 費 用 が か か っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 従 来 廃 棄 さ れ て い た 古 畳 を 再 利 用 し て 低 コ ス
ト で 防 音 性 や 防 振 性 や 断 熱 性 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 床 下 地 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 は 、 床 表 面 仕 上 げ 材 を 支 持 す る た め の も
の で あ っ て 、 畳 に 弾 性 体 を 複 数 個 取 付 け 、 板 状 の 第 一 下 地 板 と 板 状 の 第 二 下 地 板 と で 前 記
畳 を 挟 ん だ 状 態 と し て そ れ ら の 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地 板 と を 前 記 弾 性 体 を 介 し て 固 定 す る
よ う に し た も の で あ る 。
本 発 明 は ま た 、 前 記 上 面 側 の 床 下 地 材 か 下 面 側 の 床 下 地 材 の 一 方 側 を 、 他 方 側 及 び 前 記 畳
よ り 広 く す る よ う に し た も の で あ る 。 本 発 明 は さ ら に 、 前 記 畳 を 防 虫 シ ー ト で 覆 う よ う に
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 作 用 】
床 下 地 材 は 、 畳 に 弾 性 体 を 複 数 個 取 り 付 け 、 畳 の 両 面 を 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地 板 と で 挟 み
、 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地 板 を 弾 性 体 に 接 着 剤 等 の 固 定 手 段 で 固 定 す る こ と で 形 成 す る 。 即
ち 、 床 下 地 材 は 上 下 の 外 面 は 剛 性 の あ る 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地 板 と で 形 成 し 、 内 部 は 弾 力
性 の あ る 畳 と 弾 性 体 と で 形 成 す る 。 こ れ に よ っ て 、 こ の 床 下 地 材 は 、 弾 性 体 を 内 部 に 保 持
す る の で 、 そ れ 自 体 で 防 音 ・ 防 振 ・ 断 熱 効 果 を 有 す る 。 こ の た め 、 上 部 床 の 構 成 部 材 と し
て 従 来 必 要 と し た 制 振 材 や 断 熱 材 を 省 略 す る こ と が で き る 。 こ の 床 下 地 材 の 上 下 の 外 面 は
剛 性 の あ る 第 一 下 地 板 と 第 二 下 地 板 と で 形 成 す る の で 、 床 下 地 材 の 上 下 面 と 他 の 部 材 と を
容 易 に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の 床 下 地 材 で は 、 従 来 捨 て ら れ て い た 古 畳 を 再 利 用 す る
た め 、 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 の 平 面 図 、 図 ２ は 図
１ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 １ ０ は 、 畳 １ ２ に ゴ ム や 合 成 樹 脂 等 の
弾 性 体 １ ４ を 複 数 個 取 り 付 け 、 畳 １ ２ の 両 面 を 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と で 挟 み
、 そ れ ら 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と を 前 記 弾 性 体 １ ４ に 接 着 剤 等 の 固 定 手 段 で 固
定 し た も の で あ る 。 即 ち 、 床 下 地 材 １ ０ は 、 畳 １ ２ に 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と
を 弾 性 体 １ ４ を 介 し て 取 付 け た も の で あ る 。 本 発 明 で 使 用 す る 畳 １ ２ は 、 使 用 し な く な っ
た 古 畳 を リ サ イ ク ル 利 用 す る の が 望 ま し い が 、 そ れ に 限 る も の で は な い 。 弾 性 体 １ ４ は 弾
力 性 が あ っ て 振 動 を 吸 収 し 、 防 音 効 果 の あ る 素 材 で あ れ ば 、 ゴ ム や 合 成 樹 脂 に 限 る も の で
は な い 。 第 一 下 地 板 １ ６ や 第 二 下 地 板 １ ８ は 、 剛 性 を 持 た せ る た め の 補 強 板 と し て の 目 的
を 有 す る も の で 、 合 板 、 繊 維 版 、 パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド （ 削 片 板 ） 、 木 板 等 、 従 来 公 知 の 材
料 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
畳 １ ２ に ゴ ム 等 の 弾 性 体 １ ４ を 取 付 け る 場 合 に は 、 畳 １ ２ に 貫 通 穴 を 複 数 個 形 成 し 、 そ れ
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ら の 各 貫 通 穴 に ゴ ム 等 の 弾 性 体 １ ４ を 挿 着 （ 圧 入 ） す る こ と で 、 弾 性 体 １ ４ を 畳 １ ２ に 外
れ る こ と な く 取 付 け る こ と が で き る 。 畳 １ ２ に 取 付 け た 弾 性 体 １ ４ の 両 端 に 接 着 剤 を 塗 布
し 、 弾 性 体 １ ４ の 一 方 側 に 第 一 下 地 板 １ ６ を 接 着 し 、 弾 性 体 １ ４ の 他 方 側 に 第 二 下 地 板 １
８ を 接 着 す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ は 、 畳 １ ２ を 挟 ん だ 状 態
で 弾 性 体 １ ４ に 固 定 さ れ る 。 即 ち 、 畳 １ ２ は 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と に よ っ て
サ ン ド イ ッ チ 状 に 挟 ま れ た 状 態 と な る 。 な お 、 畳 １ ２ と 第 一 下 地 板 １ ６ や 第 二 下 地 板 １ ８
と の 固 定 手 段 は 、 接 着 剤 に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ の う ち の 一 方 側 を 、 他 方 側 や 畳 １ ２ よ り 広 く す る 。 図 １
及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 第 一 下 地 板 １ ６ の 縦 横 の 大 き さ を 畳 １ ２ の 平 面 の 縦 横 の 大
き さ と 同 一 と し 、 第 二 下 地 板 １ ８ の 縦 横 の 大 き さ を 第 一 下 地 板 １ ６ の 縦 横 の 大 き さ よ り も
大 き く す る 。 第 一 下 地 板 １ ６ よ り 大 き い 第 二 下 地 板 １ ８ に お い て は 、 そ の 外 縁 付 近 は 畳 １
２ に 対 向 し な い ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 １ ０ を コ ン ク リ ー ト の 床 基 盤 ３ ０ に 取 付 け る 状 態 を 図 ３ に 示 す 。 図
３ に お い て 、 図 ６ と 同 一 符 号 は 同 一 部 材 を 示 す 。 支 持 脚 ３ ８ の 上 に 取 付 け ら れ る 受 座 ４ ２
の 上 に 床 下 地 材 １ ０ を 置 く 。 こ の 際 、 第 二 下 地 板 １ ８ の ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ を 受 座 ４ ２ の 上
に 置 き 、 そ の ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ と 受 座 ４ ２ と を 釘 ５ ０ で 固 定 す る 。 ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ と 受
座 ４ ２ と を 固 定 す る 固 定 手 段 は 釘 ５ ０ に 限 る も の で は な い 。 床 下 地 材 １ ０ の ネ ジ 止 め 領 域
２ ０ を 受 座 ４ ２ で 固 定 し た 状 態 で は 、 床 下 地 材 １ ０ の 側 面 同 士 （ 第 一 下 地 板 １ ６ の 側 面 同
士 と 畳 １ ２ の 側 面 同 士 ） の 間 に 空 間 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。 こ の 空 間 ２ ２ に ゴ ム 等 の 弾 性 材 か
ら 成 る 埋 設 部 材 ２ ４ を 埋 め る 。 こ の 埋 設 部 材 ２ ４ は 、 弾 性 体 １ ４ と 同 一 の 素 材 と す る の が
望 ま し い が 、 そ れ に 限 る も の で は な い 。 埋 設 部 材 ２ ４ で 空 間 ２ ２ を 埋 め る こ と に よ っ て 、
多 数 の 床 下 地 材 １ ０ と 多 数 の 埋 設 部 材 ２ ４ と で 平 面 を 形 成 し 、 そ の 平 面 の 上 に フ ロ ー リ ン
グ 等 の 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ を 敷 き 詰 め る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
畳 １ ２ に は 、 所 定 の 間 隔 を 置 い て 、 例 え ば ゴ ム や 合 成 樹 脂 な ど の 弾 性 体 １ ４ が 埋 め 込 ま れ
て い る が 、 畳 １ ２ の 中 に 弾 性 体 １ ４ を 埋 め 込 む の は 、 主 に 以 下 の 三 つ の 理 由 に よ る 。 第 一
に 、 畳 １ ２ を 挟 ん だ 状 態 で 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と を 容 易 か つ 安 価 に 固 着 さ せ
る た め で あ る 。 こ の 結 果 、 畳 １ ２ は 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と に 固 着 さ れ た と 同
じ 状 態 と な る 。 つ ま り 、 こ の 弾 性 体 １ ４ な し に 、 畳 １ ２ と 第 一 下 地 板 １ ６ や 第 二 下 地 板 １
８ と を 固 着 さ せ よ う と す る と 、 畳 と 第 一 下 地 板 １ ６ や 第 二 下 地 板 １ ８ と を 縫 着 す る か 、 大
量 の 接 着 剤 で 接 触 面 を 接 着 す る か の い ず れ か で あ り 、 多 大 な 費 用 と 手 間 が か か っ て し ま う
の で 、 そ の 不 具 合 を 避 け る も の で あ る 。
第 二 に 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ の 沈 み 込 み を 防 止 す る た め で あ る 。 弾 性 体 １ ４ を 埋 め 込 ま な い
で 、 畳 １ ２ の み を 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と で 挟 む と 、 床 下 地 材 １ ０ の 剛 性 不 足
に よ り 、 歩 く 度 に 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ が 沈 ん で 歩 行 感 が 悪 く な る た め 、 そ の 不 具 合 を 避 け
る も の で あ る 。
第 三 に ゴ ム や 合 成 樹 脂 な ど の 弾 性 体 １ ４ に よ っ て 、 防 振 や 防 音 効 果 を 高 め る た め で あ る 。
弾 性 体 １ ４ の 代 わ り に 例 え ば 木 材 な ど を 埋 め 込 む と 、 床 全 体 の 剛 性 は 増 す が 、 床 表 面 仕 上
げ 材 ４ ８ へ の 衝 撃 音 が そ の 木 材 を 伝 わ っ て 階 下 に 伝 搬 し て し ま う た め 、 そ の 不 具 合 を 避 け
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 床 下 地 材 １ ０ に お い て 、 畳 １ ２ を 第 一 下 地 板 １ ６ と 第 二 下 地 板 １ ８ と で サ ン ド イ
ッ チ 状 に 挟 み 込 ん で 三 者 を 固 定 さ せ る の は 、 床 下 地 材 １ ０ の 剛 性 を 確 保 す る た め と 、 床 表
面 仕 上 げ 材 ４ ８ と の 接 着 を 容 易 に す る た め で あ る 。 本 発 明 で は 、 床 下 地 材 １ ０ に 振 動 と 音
と を 吸 収 す る た め の 弾 性 体 １ ４ を 備 え て い る の で 、 従 来 の 床 下 地 材 と 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８
と の 間 に 用 い て い た 振 動 と 音 と を 吸 収 す る た め の シ ー ト 状 の 制 振 材 ４ ６ を 不 用 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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次 に 、 木 造 住 宅 に 本 発 明 の 床 下 地 材 １ ０ を 使 用 す る 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 木 製 の
床 基 盤 ２ ５ の 上 に 置 か れ る 根 太 部 材 ２ ６ の 上 に 床 下 地 材 １ ０ を 置 く 。 こ の 際 、 床 下 地 材 １
０ の う ち の ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ を 根 太 部 材 ２ ６ の 上 に 置 き 、 ネ ジ 止 め 領 域 ２ ０ と 根 太 部 材 ２
６ と を 釘 ５ ０ で 固 定 す る 。 な お 固 定 手 段 は 釘 ５ ０ に 限 ら ず 、 従 来 公 知 の 手 段 を 使 用 し て も
良 い 。 そ の 後 、 床 下 地 材 １ ０ の 側 面 同 士 の 空 間 ２ ２ に 埋 設 部 材 ２ ４ を 埋 め 、 そ の 上 に フ ロ
ー リ ン グ 等 の 床 表 面 仕 上 げ 材 ４ ８ を 敷 き 詰 め る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 図 ５ に 床 下 地 材 １ ０ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 畳 １ ２ に 複 数 の 弾
性 体 １ ４ を 取 付 け た 後 、 弾 性 体 １ ４ を 取 付 け た 畳 １ ２ を 防 虫 や 防 黴 （ 抗 菌 ） を 目 的 と す る
特 殊 シ ー ト ２ ８ で 覆 う 。 そ の 後 、 特 殊 シ ー ト ２ ８ で 覆 っ た 弾 性 体 １ ４ と 第 一 下 地 板 １ ６ や
第 二 下 地 板 １ ８ と を 、 既 知 の 固 定 手 段 で 固 定 す る 。 な お 、 畳 １ ２ を 防 虫 や 防 黴 を 目 的 と す
る 特 殊 シ ー ト ２ ８ で 覆 っ た 後 、 複 数 の 弾 性 体 １ ４ を 取 付 け る よ う に し て も 良 い 。 防 虫 用 の
特 殊 シ ー ト ２ ８ は 、 畳 １ ２ が 天 然 の 藁 を 用 い て 作 ら れ て い る 場 合 に 、 長 年 の 使 用 に よ り ダ
ニ 等 が 発 生 す る お そ れ を 防 止 す る た め で あ る 。 防 虫 用 の 特 殊 シ ー ト ２ ８ は 、 畳 １ ２ に 黴 が
発 生 す る の を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 は 、 マ ン シ ョ ン 等 の 集 合 住 宅 や 戸 建 住 宅 、 オ フ ィ ス ビ ル 等 の 他
、 体 育 館 や 美 術 館 等 の 施 設 、 さ ら に は ホ テ ル や 病 院 等 の 施 設 で も 幅 広 く 用 い ら れ る も の で
あ る 。 ま た 、 建 物 の １ 階 部 分 の み な ら ず 、 階 上 部 分 に お い て も 、 ま た 木 造 住 宅 に お い て も
使 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 に よ れ ば 、 廃 棄 処 分 す る に は 多 大 な 費 用 が か か っ て
い た 古 畳 を 再 利 用 す る こ と が で き 、 し か も 、 畳 の 持 つ 防 音 性 ・ 防 振 性 ・ 断 熱 性 の 効 果 が あ
り 、 さ ら に 古 畳 の リ サ イ ク ル と い う 環 境 面 へ の 配 慮 も 実 現 で き る 。 ま た 、 従 来 使 用 し て い
た 制 振 材 や 断 熱 材 を 省 略 で き る の で 、 上 部 床 は 床 下 地 材 と 床 表 面 仕 上 げ 材 だ け と な り 、 従
来 の 制 振 材 と 断 熱 材 を 使 用 す る も の と 比 べ て 、 上 部 床 の 部 材 同 士 の 固 定 作 業 時 間 を 大 幅 に
短 縮 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 の 一 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 を コ ン ク リ ー ト 床 に 使 用 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 を 木 造 住 宅 に 使 用 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 床 下 地 材 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 二 重 床 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 床 下 地 材
１ ２ 　 畳
１ ４ 　 弾 性 体
１ ６ 　 第 一 下 地 板
１ ８ 　 第 二 下 地 板
２ ０ 　 ネ ジ 止 め 領 域
２ ８ 　 シ ー ト 材
４ ８ 　 床 表 面 仕 上 げ 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(7) JP 2004-244976 A 2004.9.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

